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第
一
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
の
来
た
道

�

大
田
　
由
紀

一
、
長
崎
く
ん
ち
へ
の
伝
播

　

く
ん
ち
の
出
し
物
で
あ
る

コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
は
、
寛
政
一 

一
年（
一
七
九
九
）長
崎
く
ん

ち
に
初
奉
納
し
た
と
さ
れ
る
。

樺
島
町
太
皷
山
（
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
）

　

古
賀
十
二
郎
は「
唐
紅
毛

船
の
舶
齎
す
る
商
品
其
の
外

の
運
送
は
主
と
し
て
堺
船
に

よ
り
て
行
わ
れ
て
ゐ
た
。
大

坂
船
も
亦
堺
船
の
仲
間
に
入

り
て
海
運
に
従
事
し
て
ゐ
た
。

そ
れ
で
堺
船
の
船
頭
水
夫
は

長
崎
滞
在
中
樺
島
町
の
船
宿

に
宿
泊
す
る
の
で
あ
っ
た
。

斯
う
云
ふ
因
縁
で
堺
壇
尻
が

長
崎
に
行
わ
る
ゝ
や
う
に
な 

っ
た
の
で
あ
る
」（『
長
崎
市

史
風
俗
編
』一
九
二
六
）と
記

し
て
い
る
。
そ
の
た
め「
堺

壇
尻
」と
よ
ば
れ
て
い
た
。

　

明
治
三
三
年（
一
九
〇
〇
） 

の「
鎮
西
日
報
」奉
納
踊
紹
介

に
は「
堺
臺
車（
さ
か
い
だ
ん

じ
り
）（
俗
に
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ

―
）」と
記
載
さ
れ「
本
名
の

堺
臺
車
と
云
う
名
は
い
つ
し

か
廃
れ
て
囃
歌
の
コ
ッ
コ
デ

シ
ョ
ー
と
稱
す
る
に
到
り

…
」（
一
〇
月
九
日
）と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
、
掛
声

で
あ
る「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」が

出
し
物
の
名
称
と
し
て
定
着

し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
、
太
鼓
台

　

近
畿
・
瀬
戸
内
域
を
中
心

に
広
く
分
布
す
る
太
鼓
台
の

直
接
的
な
源
流
は
、
神
輿
の

触
太
鼓
に
あ
る
と
い
わ
れ
る

が
、
伝
播
し
た
先
々
で
同
じ

出
自
を
持
つ
構
造
物
で
あ
る

こ
と
が
判
明
で
き
な
い
ほ
ど

に
、
多
様
な
形
態
の
太
鼓
台

が
生
み
出
さ
れ
た
。

　

太
鼓
台
の
初
出
絵
画
史
料 

は『
摂
津
名
所
図
会
』巻
四 

（
寛
政
八
〜
一
〇
年〈
一
七 

九
六
～
九
八
〉編
纂
）に
描
か

れ
た
布
団
太
鼓
と
い
わ
れ
て

い
る
。
長
崎
く
ん
ち
の
コ
ッ

コ
デ
シ
ョ
と
見
間
違
う
ほ
ど

よ
く
似
て
い
る
。
難
波
神
社

（
現
・
大
阪
市
中
央
区
博
労

町
）の
夏
の
祭
礼
を
描
い
た

も
の
で
、
舁（
か
）く
人
も
見

物
衆
も
熱
狂
し
て
い
る
様
子

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
神
輿
渡
御
」（
部
分
）『
摂
津
名
所
図
会
』

国
会
図
書
館
所
蔵

　

布
団
太
鼓
は
屋
根
部
分
が

装
飾
化
、
風
流
化
し
た
太
鼓

台
で
あ
る
。
現
在
、
綿
を
詰

め
た
本
物
の
座
布
団
は
稀
で
、

近
世
に
お
い
て
既
に
竹
網
や

木
枠
の
疑
似
布
団
で
軽
量
化

が
図
ら
れ
、
こ
れ
を
覆
う
よ

う
に
布
を
巻
い
て
本
物
の
布

団
の
よ
う
に
見
せ
て
い
る
。

　

太
鼓
台
は
西
日
本
に
し
か 

見
ら
れ
な
い
文
化
で
あ
る
。

江
戸
時
代
後
期
に
大
坂
を
基 

点
と
し
た
海
運
に
よ
っ
て
、西 
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日
本
の
津
々
浦
々
へ
広
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
も
豪
華
絢
爛
な
祭
礼

か
ら
、
一
台
の
み
の
簡
素
な

祭
礼
ま
で
、
西
日
本
に
展
開

す
る
数
は
膨
大
で
相
当
数
に

の
ぼ
る
。

　

太
鼓
台
の
名
称
は
地
域
や

時
代
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
、 

同
じ
形
態
の
太
鼓
台
で
あ
っ

て
も「
御
輿
太
鼓
」「
布
団
太

鼓
」「
布
団
だ
ん
じ
り
」「
太

鼓
」「
だ
ん
じ
り
」「
四
つ
太

鼓
」「
や
ぐ
ら（
櫓
）」「
太
皷

山
」「
屋
台（
や
た
い
）」「
勇
み

屋
台
」「
あ
ば
れ
」「
揉
み
山
」

な
ど
異
な
る
。
ま
た
掛
声
か

ら「
ち
ょ
う
さ
」「
や
っ
さ
」

「
せ
ん
だ
い
ろ
く
」「
さ
し
ま

し
ょ
」「
ど
ん
で
ん
」「
さ
っ
せ

い
」な
ど
と
よ
ぶ
と
こ
ろ
も

あ
る
。

三
、
太
鼓
台
と
だ
ん
じ
り

　

現
在
、
愛
媛
県
や
香
川
県

は
兵
庫
県
と
並
び
、
豪
華
な

大
型
太
鼓
台
の
中
心
地
と
な 

っ
て
い
る
。
観
音
寺
太
鼓
台

研
究
グ
ル
ー
プ
の
調
査
に
よ

る
と
、
現
在
で
も
香
川
県
下

で
は
大
人
太
鼓
は
お
よ
そ
三 

五
〇
台
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
子
供
太
鼓
も
多
数
あ
る
）

　

そ
の
な
か
で
も
観
音
寺
市

に
は
、一
一
七
台
も
の「
ち
ょ

う
さ
」（
布
団
太
鼓
）が
あ
り

（
二
〇
二
一
年
四
月
時
点
）、

一
〇
月
に
各
地
区
で「
ち
ょ

う
さ
祭
り
」
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
地
域
は
豪
華
な
刺
繍

飾
り
が
特
徴
の
太
鼓
台
が
多

い
。
地
元
か
ら
太
鼓
台
専
門

の
刺
繍
職
人
が
多
数
出
た
こ

と
や
、
地
芝
居
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
た
め
、

歌
舞
伎
衣
装
の
衣
装
制
作
に

関
わ
っ
た
刺
繍
職
人
と
の
重

層
的
な
関
係
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

西
条
祭
り
（
飯
積
神
社
）
太
鼓
台
舁
き

比
べ
（
愛
媛
県
西
条
市
）

　

近
畿
地
方
の
祭
礼
と
い
え

ば
、
だ
ん
じ
り（
屋
台
）を
思

い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
だ
ろ

う
。だ
ん
じ
り
は「
楽
車
」「
壇

尻
」「
段
尻
」「
山
車
」「
地
車
」

な
ど
と
も
表
記
さ
れ
、
主
に

近
畿
、
中
国
、
四
国
地
方
な

ど
の
祭
礼
で
登
場
す
る
。
テ

レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
紹
介

さ
れ
る
激
走
す
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
く
、
粛
々
と
曳
い

た
り
担
い
だ
り
す
る
も
の
も

多
い
。

　

太
鼓
台
は
、
だ
ん
じ
り
よ

り
後
に
各
地
に
伝
播
し
て
い

る
。
新
居
浜
浦（
現
・
愛
媛

県
新
居
浜
市
）は
天
明
・
寛

政
期
は
だ
ん
じ
り
が
全
盛
で

あ
っ
た
が
、
文
化
・
文
政
期

に
太
鼓
台
が
伝
播
し
、
主
役

を
奪
わ
れ
、
明
治
ま
で
に
姿

を
消
し
た
。

　

現
在
は
、
太
鼓
台
と
だ
ん

じ
り
が
そ
れ
ぞ
れ
に
主
流
な

地
域
と
、
混
在
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

四
、
ま
と
め

　

堺
船
の
船
乗
り
た
ち
が
長

崎
に
伝
え
た
と
い
わ
れ
る
大

坂
の
布
団
太
鼓
は
、
大
阪
市

の
中
心
部
で
は
継
承
さ
れ
て

い
な
い
。
遠
く
長
崎
の
地
で

洗
練
さ
れ
、
長
崎
く
ん
ち
の

コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
と
し
て
現
在

に
至
る
。
そ
の
様
式
美
を
極

め
た
意
匠
と
躍
動
感
は
全
国

の
布
団
太
鼓
の
中
で
も
特
に

注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

参
考
資
料

観
音
寺
太
鼓
台
研
究
グ
ル
ー
プ
編
集

『
太
鼓
台
文
化
の
歴
史
』二
〇
一
三
年

第
三
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

長
崎
の
水
道
に
つ
い
て

�

野
田
　
和
弘 

一
、
日
下
県
令
の
就
任

　

長
崎
の
飲
料
水
は
、
明
治 

以
降
も
延
宝
元
年（
一
六
七 

三
）に
作
ら
れ
た
倉
田
水
樋

に
頼
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
こ
の
倉
田
水
樋
も

老
朽
化
が
著
し
く
、
水
源
も

汚
染
さ
れ
、
衛
生
上
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
特
に
コ
レ
ラ

が
多
発
し
多
く
の
死
者
が
発

生
し
た
の
で
、
近
代
的
な
水

道
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
明
治

一
九
年（
一
八
八
六
）三
月
、

長
崎
県
令
日
下
義
雄
が
長
崎

に
着
任
し
た（
同
年
七
月
県

令
は
県
知
事
と
改
称
）。

　

日
下
は
、嘉
永
四
年（
一
八 

五
一
）現
・
福
島
県
会
津
若

松
市
に
生
ま
れ
た
。
戊
辰
戦

争
に
参
戦
後
米
国
に
留
学
、

新
政
府
に
仕
え
た
。

　

ま
ず
日
下
は
、
市
内
の
井

戸
の
水
質
調
査
を
命
じ
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
の
井
戸
数

三
二
六
一
の
内
、
飲
料
可
能

の
井
戸
は
二
割
し
か
な
く
、

過
半
数
が
飲
料
不
適
で
あ
っ

た
。
倉
田
水
樋
の
水
質
も
下

等
で
あ
っ
た
。

　

日
下
は
、
上
水
道
の
建
設

が
急
務
と
考
え
、
長
崎
区
長

金
井
俊
行
と
会
談
し
、
早
急

に
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

金
井
は
、
嘉
永
三
年（
一
八 

五
〇
）現
・
長
崎
市
に
生
ま

れ
た
。
金
井
家
は
代
々
長
崎

代
官
所
の
手
代
を
務
め
た
家

柄
で
、
金
井
も
佐
賀
県
大
書

記
官
を
務
め
て
い
た
。

二
、
上
水
道
の
設
計

　

日
下
は
、
工
学
部
大
学
校

（
後
の
東
京
大
学
）助
教
授

吉
村
長
策
を
、
水
道
技
師
に

採
用
し
た
。

　

吉
村
は
、
万
延
元
年（
一
八 

六
〇
）現
・
大
阪
府
柏
原
市

に
生
ま
れ
た
。
長
崎
市
の
他
、

大
阪
、
神
戸
、
佐
世
保
を
は

じ
め
一
一
都
市
の
水
道
を
完

成
さ
せ
て
い
る
。

　

吉
村
は
、
現
地
調
査
を
行

い
、
貯
水
池
の
場
所
を
中
島

川
上
流
、
本
河
内
郷
の
御
手

洗
川
と
妙
相
寺
川
の
合
流
点

に
決
定
し
、
水
道
全
施
設
を

設
計
し
た
結
果
、
総
事
業
費

は
三
〇
万
円
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
当
時
の
長
崎
区
の

年
間
予
算
額
四
万
円
の
約
八

倍
と
い
う
大
変
な
金
額
で

あ
っ
た
。

三
、
区
議
会
で
の
否
決

　

明
治
二
一
年（
一
八
八
八
） 

一
月
、
金
井
が
区
議
会
に
水
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道
事
業
案
を
提
出
し
た
と
こ

ろ
、
あ
ま
り
に
も
多
額
の
費

用
の
た
め
、
多
数
で
否
決
さ

れ
た
。
修
正
議
案
も
再
度
否

決
さ
れ
た
。

　

こ
の
水
道
問
題
は
、
長
崎

区
民
の
中
で
も
大
論
争
と
な

り
、
賛
成
、
反
対
で
町
は
二

分
さ
れ
た
。
長
崎
全
区
八
八

町
の
内
、
反
対
派
は
五
六
町

で
、
こ
れ
が
同
盟
町
を
結
成

し
た
。

　

一
方
賛
成
派
三
二
町
は
連

合
町
を
結
成
し
対
抗
し
た
。

反
対
派
の
動
き
は
激
し
く
、

寺
院
な
ど
各
所
に
集
ま
り
気

勢
を
あ
げ
賛
成
派
を
脅
し
た
。

こ
の
結
果
秋
の
諏
訪
神
事
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か

の
騒
ぎ
に
ま
で
発
展
し
た
。

四
、
日
本
初
の
地
方
債

　

こ
れ
に
対
し
日
下
は
、
政

府
補
助
金
五
万
円
と
、
旧
貿

易
五
厘
金
の
残
額
六
万
円
の

獲
得
に
成
功
し
た
。
こ
れ
で

総
事
業
費
三
〇
万
円
の
内
、

一
一
万
円
の
目
処
が
つ
い
た

の
で
、
残
額
の
一
九
万
円
は

一
般
か
ら
の
公
借
金
と
す
る

こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
日
本

で
最
初
の
地
方
債
の
公
募
で

あ
っ
た
。

　

金
井
は
、
こ
の
区
立
水
道

案
を
、
明
治
二
二
年
（
一
八 

八
九
）一
月
の
臨
時
区
会
に

上
程
し
た
。
前
回
の
否
決
の

経
験
か
ら
十
分
な
議
会
対
策

を
行
っ
た
結
果
、
区
立
水
道

付
設
議
案
は
つ
い
に
可
決
さ

れ
、
同
年
五
月
、
工
事
は
着

工
さ
れ
た
。

　

一
方
後
日
、
公
借
金
募
集

の
認
可
を
め
ぐ
っ
て
内
務
省

と
大
蔵
省
と
の
間
で
紛
糾
し

た
。
そ
の
板
挟
み
に
な
っ
た

日
下
は
、同
年
一
二
月
に
突
然

免
官
と
な
り
長
崎
を
去
っ
た
。

五
、
第
一
回
市
長
選
挙

　

明
治
二
二
年（
一
八
八
九
）

四
月
一
日
、
市
制
が
施
行
さ

れ
、
市
会
議
員
の
第
一
回
選

挙
が
行
わ
れ
た
。
水
道
建
設

の
是
非
を
巡
っ
て
の
猛
烈
な

選
挙
戦
と
な
り
、
反
対
派
が

圧
勝
し
た
。

　

更
に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、 

反
対
派
が
推
す
対
馬
島
司
の

北
原
雅
長
が
金
井
を
圧
倒
的

多
数
で
破
り
、
初
代
市
長
と

な
っ
た
。
市
長
、
議
長
、
議

会
が
水
道
反
対
派
で
押
さ
え

ら
れ
、
今
後
の
水
道
事
業
の

先
行
き
は
難
し
く
な
っ
た
。

　

し
か
し
同
年
の
市
議
会
で
、

北
原
市
長
は
水
道
工
事
継
続

の
議
案
を
上
程
し
た
。
議
会

は
大
紛
糾
の
末
可
決
し
た
。

今
中
止
す
れ
ば
既
に
支
出
し

た
金
額
が
無
駄
に
な
る
等
の

理
由
で
、
反
対
派
も
賛
成
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

六
、
上
水
道
の
完
成

　

明
治
二
四
年（
一
八
九
一
）

三
月
、
上
水
道
工
事
は
起
案

か
ら
五
年
目
に
完
成
し
た
。　
　

近
代
的
水
道
と
し
て
は
横
浜
、

函
館
に
次
ぐ
、
全
国
三
番
目

第
三
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

フ
ィ
ッ
セ
ル
本
に
見
る
川
原

慶
賀
筆『
人
の
一
生
図
』

�

原
田
　
博
二

一
、『
人
の
一
生
図
』
と
は

　

川
原
慶
賀
が
人
の
誕
生
か

ら
死
去
ま
で
を
二
三
図
に
描

い
た
も
の
で
、
現
在
、『
人
の

一
生
図
』
と
し
て
ラ
イ
デ

ン
国
立
民
族
学
博
物
館
の

フ
ィ
ッ
セ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン（
フ
ィ
ッ
セ
ル
本
）や
シ
ー

ボ
ル
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
シ
ー
ボ
ル
ト
本
）に
そ
れ

ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

フ
ィ
ッ
セ
ル
は
、
オ
ラ
ン

ダ
商
館
員
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト

よ
り
三
年
早
い
文
政
三
年

（
一
八
二
〇
）に
来
日
し
て

い
る
の
で
、
フ
ィ
ッ
セ
ル
本

は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
本
よ
り
早

く
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

フ
ィ
ッ
セ
ル
本
は
、
現
在
、

１
帯
祝
・
産
湯
図
が
欠
け
て

い
る
が
、
も
と
は
あ
っ
た
こ

と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
現
在
、慶
賀
の
印（
朱 

印
）
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
フ
ィ
ッ
セ
ル
本
だ
け
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
フ
ィ
ッ
セ
ル
本

の
14
病
臥
図
と
16
湯
灌
図
と

⑴
完
成
し
た
水
源
池

貯
水
池
と
濾
過
池

⑵
完
成
し
た
水
源
池

堤
防
と
配
水
池

で
あ
っ
た
が
、
水
道
専
用
ダ

ム
の
水
道
と
し
て
は
、
日
本

初
で
あ
っ
た
。

　

水
道
完
成
後
も
、
反
対
派

市
民
の
反
応
は
冷
や
か
で
あ 

っ
た
が
、
水
道
の
利
便
性
や

水
道
防
火
栓
の
威
力
な
ど
が

わ
か
る
に
つ
れ
、
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
っ
た
。

　

本
河
内
水
道
完
成
か
ら
三

年
後
、
長
崎
は
水
飢
饉
に
襲

わ
れ
、
水
道
は
つ
い
に
断
水

ま
で
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

第
二
代
市
長
横
山
寅
一
郎 

は
、明
治
三
二
年（
一
九
五
七
）

三
年
計
画
で
工
事
費
一
四
二 

万
円
の
新
水
源
池
建
設
案
を

市
議
会
に
上
程
し
た
と
こ
ろ
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
市

民
も
大
多
数
が
賛
成
し
た
。

　

本
河
内
水
道
が
完
成
し
て

か
ら
、
僅
か
八
年
で
の
市
民

の
意
識
変
化
に
は
、
驚
く
べ

き
も
の
が
あ
る
。
近
代
都
市

に
は
上
水
道
が
不
可
欠
と
い

う
認
識
が
、
広
く
理
解
さ
れ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
三
六
年（
一
九
〇
三
）

に
本
河
内
低
部
水
源
池
が
、

翌
三
七
年
に
西
山
水
源
池
が

新
た
に
通
水
を
開
始
し
た
。

⑴
⑵
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

収
蔵

参
考
文
献　

『
長
崎
市
水
道
百
年
史
』

長
崎
市
水
道
局
一
九
九
二
年
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で
は
息
子
夫
婦
の
年
格
好
が

違
う
こ
と
、
16
湯
灌
図
で
は

早
桶（
写
１
）で
あ
る
が
、
20

葬
列
図（
１
）で
は
座
棺（
写

２
）で
あ
る
こ
と
、さ
ら
に
は

23
墓
参
図
に
喪
主
で
あ
る
老

母
が
い
な
い
こ
と
な
ど
前
後

が
関
連
し
な
い
も
の
も
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、こ
の『
人
の

一
生
図
』は
、
誕
生
か
ら
死

去
ま
で
を
一
貫
し
て
描
い
た

も
の
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
シ
ー

ボ
ル
ト
本
も
同
様
で
あ
る
。

写１ 早桶「湯灌図」部分
（フィッセル本）

写２ 座棺「葬列図」⑴ 部分
（シーボルト本）

二
、『
人
の
一
生
図
』の
主
人

公
は
誰
か

　
『
人
の
一
生
図
』に
描
か
れ

て
い
る
主
人
公
は
、
２
宮
参

図（
１
）と
３
宮
参
図（
２
）の

赤
子（
男
の
子
）、
４
袴
着
図

の
男
の
子
、
５
元
服
図
と
６

出
会
図
の
若
者
、
12
婚
礼
図

の
花
婿
と
、
前
半
は
息
子
が

主
人
公
で
あ
る
。

　

し
か
し
13
歳
祝
図
と
14
病

臥
図
の
老
人
、
15
死
去
図
と

16
湯
灌
図
の
死
人
は
、
父
親

で
あ
ろ
う
か
？
そ
れ
と
も
息

子
で
あ
ろ
う
か
、
以
上
の
図

を
見
て
も
わ
か
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
は
19
送
火
図
に
は

水
桶
を
持
つ
老
人
と
裃
を
着

け
た
男
性
が
描
か
れ
て
い
る

の
で
、
こ
の
老
人
は
誰
な
の

か
？
一
体
誰
が
亡
く
な
っ
た

の
か
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

写３「墓普請図」部分
（フィッセル本）

　

し
か
し
18
墓
普
請
図
に
寺

院
の
境
内
で
墓
地
の
そ
れ
も

新
規
に
墓
地
を
普
請
す
る
様

子（
写
３
）が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
シ
ー
ボ
ル
ト
本
も

同
様
で
、
寺
の
後
山
に
新
た

な
墓
地
を
普
請
す
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
墓
は
、
誰

の
墓
で
あ
ろ
う
か
？
仮
に
息

子
の
墓
と
す
る
と
、
父
親
の

墓
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、

こ
の
墓
は
、
父
親
の
墓
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
後
半
の
主

人
公
は
父
親
、
13
歳
祝
図
か

ら
主
人
公
が
息
子
か
ら
父
親

に
替
わ
る
の
で
あ
る
。

三
、
こ
の
親
子
は
、
何
者
か

　

こ
の
親
子
は
、
２
宮
参
図

（
１
）、
３
宮
参
図（
２
）、
４

袴
着
図
、
５
元
服
図
、
６
出

会
図
、
７
仲
人
図
、
さ
ら
に

は
14
病
臥
図
ま
で
は
、
裕
福

な
普
通
の
町
人
で
あ
る
。

　

し
か
し
８
結
納
図
あ
た
り

か
ら
上
流
階
級
の
身
分
と
な 

り
、は
て
は
22
葬
儀
図
の
位

牌
の「
大
居
士
」、シ
ー
ボ
ル
ト

本
に
は「
萬
壽
院
殿
延
長
生

徳
大
居
士
」（
写
４
）と
あ
る
。

　

江
戸
時
代
、
院
殿
大
居
士

は
、
一
万
石
以
上
の
格
式
、

長
崎
で
は
長
崎
奉
行
に
だ
け

に
許
さ
れ
た
法
名
で
、
た
と

え
長
崎
町
人
の
ト
ッ
プ
町
年

寄
と
い
え
ど
も
院
殿
居
士
で

あ
っ
た
。

　

で
あ
る
か
ら
院
殿
大
居
士

な
ど
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
描

か
れ
て
い
る
の
は
ど
う
し
て

で
あ
ろ
う
か
？

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
同
様 

の
こ
と
が
シ
ー
ボ
ル
ト
本
に

も
描
か
れ
て
い
る（
写
５
）。

す
な
わ
ち
「
淫
好
助
兵
衛
賢

張　

行
年
一
百
九
十
戌
卒
」、

「
粋
酒
玄
吐
行
年
」で
あ
る

が
、
こ
ん
な
法
名
が
あ
る
わ

け
な
い
。

写５ 墓碑「墓参図」部分
（シーボルト本）

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
慶
賀

が
フ
ィ
ッ
セ
ル
や
シ
ー
ボ
ル

ト
が
漢
字
を
読
め
な
い
こ
と

を
幸
い
に
悪
戯
を
し
た
と
い

う
の
が
大
方
の
見
解
で
あ
る
。

　

し
か
し
筆
者
は「
淫
好
助

兵
衛
」と
か「
粋
酒
玄
吐
」さ

ら
に
は「
行
年
百
九
十
」と
書

い
た
絵
師
は
、
そ
の
意
味
が

わ
か
ら
な
い
で
書
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
て
、

本
レ
ポ
ー
ト
一
三
号
に
も
、

日
本
人
で
は
な
い
絵
師
の
存

在
に
言
及
し
た
。

　

こ
の「
萬
壽
院
殿
延
長
生

徳
大
居
士
」
に
つ
い
て
も
、

当
時
の
日
本
人
で
あ
れ
ば
、

院
殿
大
居
士
が
ど
う
い
う
も

の
か
当
然
わ
か
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
日

本
人
以
外
の
絵
師
に
よ
っ
て

意
味
も
わ
か
ら
ず
書
き
写
さ

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
、
結
語　

　

以
上
の
よ
う
に
こ
の『
人

の
一
生
図
』は
、
後
半
、
主

人
公
が
息
子
か
ら
父
親
に
替

わ
る
こ
と
な
ど
か
ら
人
の
誕

生
か
ら
死
去
ま
で
を
一
貫
し

て
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、

描
か
れ
た
も
の
を
主
題
毎
に

ま
と
め
た
も
の
と
い
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
は
慶
賀
ひ
と
り
の

制
作
で
は
な
く
、
工
房
で
の

分
業
、
そ
れ
も
日
本
人
で
は

な
い
画
家
、
筆
者
は
、
以
前
、

オ
ラ
ン
ダ
に
慶
賀
作
品
の
工

房
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
が

（『
長
崎
新
聞
』平
成
一
九
年

三
月
四
日
版
）、
彼
ら
画
家

た
ち
も
含
め
た
分
業
と
考
え

て
い
る
。

写４ 位牌「葬儀図」部分
（シーボルト本）


